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我が国 の交通配分で は , Q V 式をリ ンク コ ス ト関数とするネ ッ トワ
ー ク に対 し, 2 4 時

間交通量 を分割 して 配分す る容量制限付き分割配分が実務で 多く用 い られ て い るが , より

合理的な経路選択行動 を反映 した均衡配分が注目され, 固定需要 の利用者均衡配分モ デ ル

に つ い て も実務にお ける適用例が増力ロしてきた . しか し, 利用者均衡配分は道路利用者が

情報を完全に把握 して い る と の強い 仮定を持 つ も の で あ るが , 実際 の道路利用者は部分的

な情報や経験的な情報を持 っ て い る の みで あり情報を完全 に把握 して い ると の仮定は非

現実的で ある . そこ で , 利用者が持 っ て い る不完全 な情報に去る経路選択行動の ばら つ き

を考慮 した確率的利用者均衡配分が注目される . こ の モデル は, 定式化にお い て 経路交通

量 を明示 的に導入 して い るた め, リ ン ク交通量 の み ならず経路交通量 に関して も解が
一

意

に定まると い う特徴が あり , 配分結果か ら多く の 経路関嘩の情報を得ようとする実務に お

い て
】 利用者均衡配分に代わ る モ デル と して期待され る . ただ し, ラ ン ダム 効用理論によ

り経路選択構造を記述 して い るため , 配分結果の評価で は期待最小 コ ス トを用 い る必要が

ある も の の ,
こ の 抽象的 コ ス トの概念を用 い た実際的な評価に つ い て詳細に検討 した事例

がな い . また, 確率的利用者均衡配分に使用するリ ンク コ ス ト関数等 の パ ラメ
ー タにつ い

て も汎用的なも の が なく , そ の 実用 化には課題が残されて い る .

一

方, 我が国の交通問題
.
の 多く は, 朝夕 の ピ

ー ク 時に発生 して い る ことは周知 の事実で

ある . また
, 少子高齢化社会 の到来と共 に, 交通 問題 - の 対応 は , ハ

ー ドな道路整備 の み

で なく , 時間帯別車種別 に実施される ソ フ トな交通施策の 導入 の 重要性が増 して い る . し

か し , 現状 の 配分手法で は交混雑が発生する ピ
ー ク 時間帯 の 交通状況 とオ フ ピ

ー

ク時の 交

通状況とが 正 しく評価で きな い と い っ た 問題がある . 動的に変化する交通状況に対応す る

時間帯別利用者均衡配分モ デ ル も あるが , 利用者 の 完全情報仮定が残され ており ,
より現

実的な交通状況を把握するには , 確率的利用者配分 の経路選択構造を持 っ た時間帯配分 モ

デル が必要 となる .

以上 の 背景をもとに, 本研究は今後重要となる時間帯別 の 交通施策に対する適正な評価

が可能な配 分モ デル の構築, 入力 パ ラメ
ー タ と して 重要 なリ ン ク コ ス ト関数 の推計 , 出力

結果 を用い た整備効果 の 計測方法 の 検討な どを実施する こ とで均衡配分 の 実用化 に貢献

しようとするも の で ある.

本論文 は ､ 全 7 牽か ら構成され る . 第 1 章で は】 上記 内容を含む本論文 の背景と目的を
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述 べ , 第 2 章で は本研究に関連する配分モ デ ル の詳細な レ ビ ュ ー と均衡酉己分を実務に適用

する上 で の 課題 を整理 して い る . 第 3 章で は, 均衡配分で重要となるリ ンク コ ス ト関数 の

推計を既存 の 道路交通 セ ン サス デ
ー タ を用 い て実施 し, 第 4 章で は確率的利用者均衡配分

より求められる期待最小 コ ス トを用 い た整備効果計測方法の 検討を行 っ て い る . 第 5 章で

は , 時間帯別 の交通需要 を推計するた め の多種流時間帯別確率的利用者均衡配分モ デル の

構築を実施 して い る . 第 3 章か ら第 5 章まで に検討 した内容を実際の道路に適用 した事

例を第 6 章で述 べ た後, 第 7 章で研究 の まとめと残された課題 の展望を整理 して い る .

第 1 章を除く ､ 各章の 具体的内容は以下 の とおり で ある.

第 2 章で は , 本研究 の 基礎となる代表的な利用者均衡配分, 確率的利用者均衡配分及び

時間帯別利用者均衡配分 の 3 種類 の配分 モ デル を整理する . また , 均衡配分 を適用する と

き の実務上 の 要請と課題を整理 した . 特に , 時間帯別 の 交通状況 を推計するために必要 と

な る検討課題 を抽出し, 緊急か つ 重要な研究課題 が本研究の 対象で あるこ とを明確に した .

第 3 章で は, 配分条件で重要 な要素で ある リ ン ク コ ス ト関数 の パ ラメ
ー タ推計を道路交

通セ ン サ ス デ ー タ により実施 した . 我が国で は, 均衡配分に利用する汎用的な B P R 型リ

ンク コ ス ト関数の 推計に関する検討事例が少 ない . こ れ は, 交通需要 と走行状態に関する

デ
ー

タ収集が 困難で ある こ と に起困 して い る ･ 特に, 汎用的な B P R 関数 を推計す る場合

に簡単に利用でき るデ ー タと して道路交通セ ンサ ス デ
ー タがあるが , 観測誤差が多く , 級

い にく い デ ー タ とな っ て い る ことが原因で ある . 本研究で は , 道路交通 セ ン サ ス デ
ー タを

もとに, 停止 時間と旅行速度 の現状を検討 し, 複数年度の デ
ー

タを平均化する こ とにより

観測誤差を少 なく して パ ラメ
ー タが推計でき るこ とを示 した . また ､ 信号交差点の影響を

独立させ た B P R 撃リ ン ク コ ス ト関数 の パ ラ メ
ー タ推計を試みた ･ こ の リ ンク コ ス ト関数

は信号交差点にお け る平均的停止 時間を明示 的に導入 したも の で あり , ネッ トワ
ー ク上 の

主なボ トル ネ ッ ク で ある信号交重点 の 改良な どの評価が可能な汎用性 の 高 い も の で ある .

推計 されたリ ンク コ ス ト関数の 妥当性 を首都圏の実ネ ッ トワ
ー ク を用 い て検討 し, 再現性

の 高い も の で ある こ とを確蒸 した .

第 4 章で は, 実務 で必要となる整備効果 の計測に つ い て , 確率的利用者均衡配分にお け

る問題点を実証的に示 した後, 計測上 の 問題 の簡便な改良方法を提案 した . 確率的利用者

均衡配分によ る整備効果 の 計測にあた っ て配分モ デ ル と整合 の取れた期待最小 コ ス トが

整備効果を算定する場合の 指標と して利用 されて い る . しか し, 期待最小 コ ス トを用 い て

計測 した整備効果が ､ 整備量 に比較 して不安定にな ると い う実務上 の 問題が あり ､ これ を

実証的に示 した . さ らに , 確率配分に D i al 法 を用 い た場合 ､ 明らか に利用 され る経路が

欠落 して しまうと い う問題や , 収束計算過程 に抽出され る経路集合が変化する とい うア ル

ゴリ ズ ム の 問題点を具体的に示 した . また , 経路集合 を明示 的に扱う解法で ある Si m p li c a l



D e c o m p o sitio n 法にお い て も同様の 問題が発生する こ とを示 し, 期待最小 コ ス トを用 い た

効果計測が不安定になる原因の 1 つ が経路集合の 問題で ある こ とも実証的に示 した . こ の

問題 - の 対応方法と して , 経路集合 の抽出方法 の改良及 び整備前後 の経路集合に つ い て 和

集合を取 っ て 作成 した合成経路集合 を用い る方法を提案 した. この 合成経路を用 い る こと

により整備前後の 経路集合が固定され るた め, 期待最小 コ ス トを用い た整備効果 の計測が

安定 して 可能とな っ た .

第 5 章で は, 実務で要請 の 高い 車種別 ･ 時間帯配分モ デル を提案 した . T D M な ど交通

政策の 評価にお い て , 時間帯別 ･ 車種別 の 施策に対応 した交通状況 を推計する必要がある

が
, 現状 で は実用 的な時間帯配分手法がな い . 本研究 で は, 多種流 の 確率的均衡配分と

O D 修 正法 に よる 時間帯均衡配分 を結合 した多種流時間帯確率的均衡配分モ デル を構築

した . こ の モ デル は, 配分時間帯内で 目的地に到達で きない 残留交通量 を明示 的に扱 っ て

時間帯間の 均衡状態 をも表現 したも の で あると共 に, 異なる経路選択特性を持 つ 利用者別

に 料金抵抗や分散パ ラメ
ー タ を与 えるこ とがで きるため, T D M な ど車種別 時間帯別施策

の評価が可能なモ デ ル とな っ て い る . また , 実際の道路網にお ける モ デル の 再現精度 の検

討及 び大型車の エ リア規制 の評価例を示 し, 実用性 の 高い モ デル で ある こ とを示 した .

第 6 章で は , 第 3 章か ら第 5 章で示 した均衡配分 の 実用化の 提案を総合的に適用 した事

例と して 沖縄県那覇市 の車線規制を取り上 げた . 車線規制の 評価で は , 車種別に車線規制

を実施す る H O V レ ー ン併用 バ ス 専用 レ ー ン の導入効果 と, 時間帯別 にネッ トワ
ー

ク 条件

が変化するリ バ
ー

シ ブ ル レ ー ン の 導入効果に つ い て計測を試みた . また , 時間O D 表を

P T 調査結果より作成する方法の 検討や多く の プ ロ ジ ェ ク トを統
一

的に評価するため の合

成経路の 作成方法 に つ い て も検討 を加 えた . これ ら の結果より , 均衡配分の 実用化に際 し

て 必要となる課題 が概ね解決された こ とが確認 され た .

第 7 章では , 本研究 の成果をま とめた後, 今後の 均衡配分の 適用 に際 して の 課題 を整理

し , 展望 を述 べ た . 本研究は , 配 分理論が い く ら進歩 して も, 実際に利用 され なけれ ば有

用 なツ
ー

ル とはならな い との 考えか ら , 時間帯別 により説明力 の ある交通状況 を推計する

ツ ー ル の提供を目的と したも の で あり, リ ンク コ ス ト関数 の推計, 確率的利用者均衡配分

によ る評価方法, 時間帯配分 モデ ル の構築を中心 に実証的に実施 したも の で ある . 今後,

I T S の発展 による詳細なデ
ー タ の収集 と共 に, 地域特性を考慮 したリ ン ク コ ス ト関数 の構

築, 経路選択構造 の解明,
可能交通容量 の検札 多様な料金体系の考慮な ど課題も残され

て い るも の の , 本研究に より実務上 の 緊急か つ 重要な課題につ い て は概ね解決され , 均衡

配分の利用 が促進 され るも の と考え る .




